
Society5.0を実現する人材の育成を
目指した学習・指導方法及び評価方法の

工夫・改善に関する研究
～創造的な能力・実践的な態度を育てる課題研究の実践～

山形県立酒田光陵高等学校　情報科
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　山形県立酒田光陵高等学校0
・平成24年度に

　　山形県立酒田工業

　　山形県立酒田商業

　　山形県立酒田北

　　酒田市立酒田中央

　4校が統合し開校

・普通科、工業科、

　商業科、情報科

　の4つの大学科を併設
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　山形県立酒田光陵高等学校0
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１　研究主題設定の理由
２　研究の内容
３　ルーブリック評価
　　　・アンケート結果より
４　研究の成果と課題
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　SKT IT-ACE プロジェクト1

平成26～28年度のSPH
指定を受け、地域、産業

界及び大学等との連携

のもと、「世界を変える・

未来を変える『IT技術者

(IT-ACE）』の育成」を目

指し教育活動を実践し

た。
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　研究主題設定の理由2

　Society5.0を実現する人材の育成には、創造

的な能力と実践的な態度で課題を解決する力が

不可欠である。そのためには、地域や産業界、

大学等との連携・交流などの双方向の協力関係

を確立し、必要とされる資質・能力の育成に向け

た更なる授業改善が必要である。
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　研究主題設定の理由2

● 科目名　「課題研究」

● 対象年次　3年次

　地域や産業界、大学等との連携・交流による実

践的・体験的な学習活動を通して、生徒の主体

的・対話的で深い学びを実現するための学習・

指導方法及び評価方法の工夫・改善に関する実

践的な研究を行う。
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　研究の内容1

　新学習指導要領「課題研究」の目標、内容及

び内容の取扱いを踏まえ、

● 年間学習計画、授業計画及びICTを活用した

観点別評価規準及び評価方法

● これらを踏まえた学習・指導方法

について研究を行う。
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　課題研究の授業について2

設定テーマ

Realsenceによる3Dモーションの
活用

結婚式のプロジェクションマッピング
作成

IoTを活用したゴミ分別システム 酒田市本間家旧本邸を紹介する
webコンテンツの作成

感染症の拡散シミュレーション ラズベリーパイを活用した在室管理
システム

Processingを使用したARの活用 3Dプリンタによる製作

酒田市の魅力を伝える動画作成 ドローンを活用した3Dモデル製作
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　課題研究の授業について2

地域や産業界、大学等と連携した授業実践

東北公益文科大学 ベルナール酒田

山形県立産業技術短期大学校
庄内校

酒田市本間家旧本邸

岩手県立大学、京都すばる高校、
新宿山吹高校

大阪芸術大学、新潟青陵大学、
上越教育大学

酒田市、本校ビジネス流通科、
一般社団法人SKIES

本校環境技術科
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　地域や産業界、大学等と連携した授業実践3

主な研究テーマ①

　産業技術短期大学

校庄内校と連携し、

AIによる画像認識で

缶とペットボトルの分

別を行うゴミ箱を開

発
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　地域や産業界、大学等と連携した授業実践3

主な研究テーマ②

　岩手県立大学を中

心に京都すばる高

校、新宿山吹高校と

協力し、感染症に関

するシミュレーション

を実施
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　ICTを活用した観点別評価規準及び評価方法4

　新学習指導要領「課題研究」の目標、内容及び

内容の取扱いを踏まえ、生徒に対して観点別の

評価規準となるルーブリック評価により、身に付

けて欲しい力を提示し、授業を行った。

　ルーブリックによる評価は、

● 学期ごとに行うルーブリック評価

● 授業ごとに行うルーブリック評価

　の2種類で行った。
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　ICTを活用した観点別評価規準及び評価方法4

学期ごとのルーブリック評価
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　ICTを活用した観点別評価規準及び評価方法4

知識・技術 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

活用力 課題発見力 主体性

学習する力 計画力 働きかけ力

創造力 伝達する力 実行力

発表する力 発信力

傾聴力

※　下線の項目は、
　　経済産業省「社会人基礎力」より

柔軟性

状況把握力

規律性
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　ICTを活用した観点別評価規準及び評価方法4

　学期ごとのルーブ

リック評価は、生徒

による自己評価を行

い、最終的には担当

教員との面談により

到達度を確認した。
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　実施時期1

　下記の時期に、ルーブリック評価並びにアン

ケートを実施した。

● 5月　ルーブリック提示・事前アンケート

● 7月(1学期末)　1学期自己評価・評価面談

● 12月(2学期末)　2学期自己評価・評価面談

　　　　　　　　 並びに2学期アンケート
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　ルーブリック評価　まとめ2
「身に付けてほしい力」の評価（平均値）

　

　

3観点 身に付けてほしい力 事前アンケート 1学期評価 2学期評価

知識・技
術

活用力 2.54 2.77 3.33

学習する力 3.03 3.31 3.44

創造力 2.90 3.21 3.38

思考・判
断・表現

課題発見力 3.00 3.10 3.41

計画力 2.72 2.59 2.95

※　5段階評価をS→5～D→1とし数値化した。但し、事前アンケートは生徒の自

己評価、1学期・2学期評価は教員との面談結果である。また、「伝達する力」、

「発表する力」は1、2学期では評価しなかった。
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　ルーブリック評価　まとめ2
「身に付けてほしい力」の評価（平均値）

　

　

3観点 身に付けてほしい力 事前アンケート 1学期評価 2学期評価

主体的に
学習に取
り組む態
度

主体性 2.67 3.13 3.44

働きかけ力 2.72 2.79 2.95

実行力 2.69 2.67 3.08

発信力 2.87 2.82 3.13

傾聴力 3.13 3.26 3.44

柔軟性 2.69 2.77 3.10

状況把握力 3.08 3.05 3.33

規律性 3.41 3.82 3.87
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　アンケート結果より3

「身に付けてほしい力」について、課題研究を通して、

特にどの力を身に付けたいですか（事前アンケート）

活用力、創造力、計画力、発信力

特にどの力が身に付いたと感じていますか（2学期アンケート)

学習する力、活用力、主体性、創造力

※　複数選択可、上位4つを抜粋
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　アンケート結果より3
「学期」ごとに「各自でルーブリックによる自己評価」を行いま

した。自己評価を通して感じたこと、思ったことを教えてくださ

い。

● 初めに自分が目標としていた地点まで至ることができたか、以前の自分と

比べてどんな力が大きく身に付いたかといった箇所を確認することができ

た。以前の自分は周りの人の考えに流されていることも多かったが、課題

研究の授業を通してよりよいものをつくるために自分の意見は口に出すよ

うになった。

● 1学期では班の人と分担して作業をすることで基礎的な力を身に付けるこ

とが出来ました。2学期では自分の活動に力を入れてより専門的な活動を

することが出来ました。2学期の方が評価が高くなったので、今後の活動

に自信をもって取り組みたいと思いました。
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　アンケート結果より3
「学期」ごとに「担当教員とルーブリックによる評価面談」を行

いました。この面談を通して感じたこと、思ったことを教えてく

ださい。

● 1学期に何を身に付けたいか明確にすることによって2学期はそれを目標

として授業や活動が出来た。

● 自分の力が伸びているかしっかり確認できた。伸びていない部分や足りな

い部分は次の学期で取り組むときに意識しようと考えた。

● 自分が思っている評価と、周りの人が思っている評価は、違っていること

があり、なぜそのような評価にしたのかなどを具体的に聞いたり、話したり

することにより、より明確に評価をすることができたので良かった。

❏ 自分の評価を過信していたのかもしれません。
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　アンケート結果より3
「授業」ごとに「各自でルーブリックによる自己評価」を行いま

した。日々の評価を通して感じたこと、思ったことを教えてくだ

さい。

● 毎回課題研究が始まった直後にルーブリックを見るようにしており、前回

やったことを思い出せた。

● 私は特に進んで前に出るタイプではないので最初の頃の評価で「貢献で

きたか」の項目は毎回低かった。しかし、自分ができる幅が増えたことや

時間をかなり延長してでも残ったりと自分が成すことが班に貢献できてい

て日々成長を感じることができた。

❏ 基本見返さないため記録しても意味が無いと感じた。また、学期ごとに自
己評価をしているので授業ごとの振り返りは必要性を感じられなかった。
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　研究の成果と課題1

● 地域や大学等と連携し、専門家の知識やリソースを活
用することにより、生徒の主体的・対話的で深い学びを
実現できた。

● ルーブリックによる評価をすることで、到達度を生徒・
教員が共有することにより、学習指導に役立てることが
出来た。

□ 授業ごとのルーブリック評価を上手に活用できなかっ
た事例があった。学期ごとのルーブリック評価との関係
や実施の仕方を次年度に向けて検討していく必要があ
る。
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　次年度に向けて2

● 観点別評価の項目や評価規準を再度担当教員で確

認・検討する。

○ 生徒と教員、教員同士で同じ規準で評価できるよ

うに、さらに見直していく。

● 授業ごとのルーブリック評価について、内容の見直し

と目的の徹底を図る。

○ 生徒が学習を通して「身に付けたい力」を意識す

ることの出来るよう指導を工夫する。
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　ありがとうございました
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